
(57)【要約】

衝撃吸収器アセンブリは、運動緩衝手段を備え、この運

動緩衝手段は、作動中に流体で満たされ、そして相対的

に可動である１対の部品（１２、１４）および弁手段（

２６）を有し、この弁手段は、これらの部品の間での流

体の流れを可能にする。これらの部品は、第一の部品（

１２）および第二の部品（１４）を備え、この第二の部

品内に、この第一の部品が受容可能であり、これによっ

て、これらの部品は、相対的な収縮移動および拡張移動

のために配置される。これらの移動の間、流体は、それ

ぞれの所定の制御された流量で、弁手段（２６）に強制

的に通され、これにより、これらの移動を緩衝する。こ

れらの相対的に可動である部品は、流体のための、それ

ぞれの主要チャンバ（２４、２９）を備える。この第一

の部品は、断面が第二の部品よりかなり小さく、この第

二の部品の内部で、この第一の部品の周りに中間チャン

バ（５２）を規定する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 以 下 ：
　 運 動 緩 衝 手 段 で あ っ て 、 該 運 動 緩 衝 手 段 は 、 作 動 の 際 に 、 流 体 で 満 た さ れ 、 そ し て 相 対
的 に 可 動 で あ る １ 対 の 部 品 、 お よ び 弁 手 段 を 有 し 、 該 弁 手 段 は 、 該 部 品 の 間 で の 該 流 体 の
流 れ を 可 能 に し 、 該 部 品 は 、 第 一 の 部 品 お よ び 第 二 の 部 品 を 備 え 、 該 第 二 の 部 品 内 に 、 該
第 一 の 部 品 が 受 容 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 、 該 部 品 は 、 相 対 的 な 収 縮 移 動 お よ び 拡 張 移 動
の た め に 配 置 さ れ 、 該 移 動 の 間 に 、 該 流 体 は 、 そ れ ぞ れ の 所 定 の 制 御 さ れ た 流 量 で 、 該 弁
手 段 に 強 制 的 に 通 さ れ 、 こ れ に よ り 、 該 移 動 を 緩 衝 す る 、 運 動 緩 衝 手 段 、
を 備 え ；
　 該 相 対 的 に 可 動 で あ る 部 品 は 、 該 流 体 の た め の そ れ ぞ れ の 主 要 チ ャ ン バ を 備 え 、 そ し て
該 第 一 の 部 品 は 、 断 面 が 、 該 第 二 の 部 品 よ り か な り 小 さ く 、 該 第 二 の 部 品 の 内 部 で 、 該 第
一 の 部 品 の 周 り に 中 間 チ ャ ン バ を 規 定 し ； そ し て
　 さ ら に 、 該 中 間 チ ャ ン バ と 、 該 第 一 の 部 品 の 該 主 要 チ ャ ン バ と を 連 絡 さ せ る 、 側 方 ポ ー
ト 手 段 を 備 え ； そ し て
　 該 そ れ ぞ れ の 所 定 の 制 御 さ れ た 流 量 で の 該 流 れ は 、 （ ｉ ） 該 第 一 の 部 品 の 該 主 要 チ ャ ン
バ か ら 、 該 第 二 の 部 品 の 該 主 要 チ ャ ン バ へ と 直 接 、 な ら び に （ ｉ ｉ ） 該 中 間 チ ャ ン バ お よ
び 側 方 ポ ー ト 手 段 を 介 し て 、 該 第 二 の 部 品 の 該 主 要 チ ャ ン バ か ら 、 該 第 一 の 部 品 の 該 主 要
チ ャ ン バ へ の 、 そ れ ぞ れ の 流 れ に 制 限 さ れ る 、
衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 の 部 品 お よ び 第 二 の 部 品 が 、 そ れ ぞ れ 相 対 的 に 小 さ い 直 径 お よ び 相 対 的 に 大 き
い 直 径 の 、 入 れ 子 式 に 相 互 係 合 さ れ る 管 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ
リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弁 手 段 が 、 前 記 第 一 の 部 品 を 構 成 す る 前 記 管 の 内 側 の 端 部 に 固 定 さ れ た 弁 体 に 提 供
さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 側 方 ポ ー ト 手 段 が 、 前 記 第 一 の 部 品 を 構 成 す る 前 記 管 に お け る 間 隔 を 空 け た 複 数 の
個 々 の ポ ー ト を 備 え る 、 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 側 方 ポ ー ト 手 段 が 、 前 記 拡 張 移 動 の 間 に 、 該 側 方 ポ ー ト 手 段 が 該 移 動 の 終 了 近 く に
覆 わ れ 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 中 間 チ ャ ン バ 内 の 流 体 が 、 さ ら な る 拡 張 移 動 を 緩 和 す る よ う
に 位 置 決 め さ れ て い る 、 請 求 項 ２ 、 ３ ま た は ４ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 そ れ ぞ れ の シ ム パ ッ ク を 備 え 、 該 シ ム パ ッ ク は 、 部 分 的 に 、 前 記 そ れ ぞ れ の 所 定 の 制 御
さ れ た 流 量 を 決 定 し 、 そ し て さ ら に 、 流 れ の そ れ ぞ れ の 方 向 を 決 定 す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 加 圧 気 体 緩 和 手 段 を さ ら に 備 え 、 該 加 圧 気 体 緩 和 手 段 は 、 加 圧 気 体 を 貯 蔵 す る た め の 第
一 の 空 洞 お よ び 圧 力 下 で 流 体 を 貯 蔵 す る た め の 第 二 の 空 洞 を 規 定 す る 構 造 体 、 な ら び に 浮
動 ピ ス ト ン を 備 え 、 該 浮 動 ピ ス ト ン は 、 該 空 洞 を 密 封 し て 分 離 し 、 該 第 二 の 空 洞 は 、 前 記
運 動 緩 衝 手 段 と 流 体 流 れ 連 絡 し て い る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器
ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 移 動 は 、 前 記 部 品 が 相 対 的 に 拡 張 す る 場 合 、 流 体 が 、 前 記 加 圧 気 体 緩 和 手 段 の 前 記
第 二 の 空 洞 か ら 、 前 記 緩 衝 手 段 へ と 流 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 第 一 の 空 洞 内 の 気 体 圧 力
が 、 前 記 浮 動 ピ ス ト ン を 移 動 さ せ て 、 該 第 一 の 空 洞 内 の 気 体 圧 力 を 低 下 さ せ 、 そ し て 前 記
部 品 が 相 対 的 に 収 縮 す る 場 合 、 流 体 が 、 該 緩 衝 手 段 か ら 該 第 二 の 空 洞 へ と 流 さ れ 、 こ れ に
よ っ て 、 該 浮 動 ピ ス ト ン を 移 動 さ せ て 、 該 第 一 の 空 洞 内 の 気 体 の 気 体 圧 力 を 増 加 さ せ る よ
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う な 移 動 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 移 動 緩 衝 手 段 の 前 記 第 一 の 部 品 と 、 前 記 加 圧 気 体 緩 和 手 段 の 前 記 構 造 体 と が 、 一 体
的 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 前 記 第 二 の 空 洞 と 、 該 第 一 の 部 品 の 前 記 主 要 チ ャ ン バ と が 、 単
一 の チ ャ ン バ を 構 成 す る 、 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 移 動 緩 衝 手 段 の 前 記 第 一 の 部 品 と 、 前 記 加 圧 気 体 緩 和 手 段 の 前 記 構 造 体 と が 、 単 一
の 管 に よ っ て 提 供 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 加 圧 気 体 緩 和 手 段 と 、 前 記 移 動 緩 衝 手 段 と が 、 実 質 的 に 別 個 の ユ ニ ッ ト で あ り 、 そ
し て 該 移 動 緩 衝 手 段 と 前 記 第 二 の 空 洞 と の 間 の 前 記 流 体 流 れ 連 絡 の た め に 、 導 管 が 提 供 さ
れ て い る 、 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 導 管 が 、 前 記 移 動 緩 衝 手 段 の 前 記 第 一 の 部 品 の 前 記 主 要 チ ャ ン バ と 、 前 記 第 二 の 空
洞 と の 間 に あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 導 管 が 、 前 記 移 動 緩 衝 手 段 の 前 記 第 二 の 部 品 の 前 記 主 要 チ ャ ン バ と 、 前 記 第 二 の 空
洞 と の 間 に あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 弁 手 段 は 、 そ れ ぞ れ の 方 向 で の 前 記 そ れ ぞ れ の 所 定 の 制 御 さ れ た 流 量 が 異 な り 、 こ
れ に よ っ て 、 該 移 動 が 相 対 的 な 収 縮 移 動 で あ る か 相 対 的 な 拡 張 移 動 で あ る か に 従 っ て 、 緩
衝 特 徴 を 変 化 さ せ る よ う な 弁 手 段 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 衝 撃 吸
収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 作 動 の 間 に 前 記 ア セ ン ブ リ の 温 度 を 低 下 さ せ る た め の 、 冷 却 手 段 を さ ら に 備 え る 、 請 求
項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 衝 撃 吸 収 器 に 関 す る が 、 具 体 的 に は 、 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス
テ ム （ 特 に 、 耐 久 力 の あ る 用 途 （ 例 え ば 、 ト ラ ッ ク お よ び 産 業 用 自 動 車 、 な ら び に オ フ ロ
ー ド 競 走 自 動 車 ） ） に お け る 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ の た め に 有 用 で あ る 。 本 発 明 は 、 主 と
し て 、 本 明 細 書 中 に お い て 、 こ の 文 脈 で 記 載 さ れ る が 、 本 発 明 は 、 一 般 的 な 衝 撃 吸 収 器 に
広 範 に 適 用 可 能 で あ る こ と が 、 理 解 さ れ る 。 他 の 用 途 と し て は 、 オ ー ト バ イ 、 産 業 用 機 械
、 産 業 用 切 り 替 え 歯 車 シ ス テ ム 、 お よ び 座 席 （ 特 に 、 自 動 車 の 座 席 ） の た め の サ ス ペ ン シ
ョ ン シ ス テ ム 、 ト ラ ッ ク の 運 転 台 の サ ス ペ ン シ ョ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム は 、 運 動 が 緩 衝 お よ び 平 滑 化 さ れ る 機 構 に 従 っ て 、 種
々 の 広 範 な サ ブ ク ラ ス に 分 類 さ れ る 。 １ つ の こ の よ う な サ ブ ク ラ ス は 、 流 体 シ ス テ ム に 依
存 し 、 こ こ で 、 適 切 な 、 代 表 的 に は 実 質 的 に 非 圧 縮 性 の 流 体 が 、 １ つ 以 上 の 所 定 の 制 御 さ
れ た 速 度 で １ つ 以 上 の 弁 デ バ イ ス に 強 制 的 に 通 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 ２ つ の 構 成 要 素 の 間
の 相 対 的 な 移 動 （ 代 表 的 に 、 往 復 の 入 れ 子 式 の 移 動 ） を 緩 衝 す る 。 こ れ ら の 弁 デ バ イ ス は
、 代 表 的 に 、 二 重 作 用 型 で あ り 、 従 っ て 、 比 較 的 複 雑 で あ り 、 各 流 れ 方 向 に 対 し て 、 別 個
の 配 管 お よ び 別 個 の 一 方 向 弁 作 動 を 必 要 と す る 。 弾 性 的 に 変 形 可 能 で あ る か ま た は 軸 方 向
に 可 動 で あ る シ ム パ ッ ク が 、 一 方 向 弁 作 動 の 代 表 的 な 形 態 で あ る が 、 ２ つ の 流 れ 方 向 の た
め の 流 路 が 、 通 常 、 単 一 の 弁 体 に 収 容 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 本 発 明 の 目 的 は 、 流 体 緩 衝 機 構 を 有 す る 型 の 、 改 良 さ れ た 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 （ 発 明 の 要 旨 ）
　 本 発 明 は 、 運 動 緩 衝 手 段 を 備 え る 衝 撃 緩 衝 器 ア セ ン ブ リ を 提 供 す る 。 こ の 運 動 緩 衝 手 段
は 、 作 動 の 間 、 流 体 で 満 た さ れ 、 そ し て 相 対 的 に 可 動 で あ る １ 対 の 部 品 、 お よ び 弁 手 段 を
有 し 、 こ の 弁 手 段 は 、 こ れ ら の 部 品 の 間 で の 流 体 の 流 れ を 可 能 に し 、 こ れ ら の 部 品 は 、 第
一 の 部 品 お よ び 第 二 の 部 品 を 備 え 、 こ の 第 二 の 部 品 の 中 に 、 こ の 第 一 の 部 品 が 受 容 可 能 で
あ り 、 こ れ に よ っ て 、 こ れ ら の 部 品 は 、 相 対 的 な 収 縮 移 動 お よ び 相 対 的 な 拡 張 移 動 の た め
に 配 置 さ れ 、 こ れ ら の 移 動 の 間 に 、 流 体 は 、 そ れ ぞ れ の 所 定 の 制 御 さ れ た 流 量 で 、 こ の 弁
手 段 に 強 制 的 に 通 さ れ 、 こ れ に よ り 、 こ れ ら の 移 動 を 緩 衝 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 相 対 的 に 可 動 で あ る 部 品 は 、 流 体 の た め の そ れ ぞ れ の 主 要 チ ャ ン バ を 備 え 、 そ
し て 上 記 第 一 の 部 品 は 、 断 面 が 上 記 第 二 の 部 品 よ り か な り 小 さ く 、 こ の 第 二 の 部 品 内 で 、
こ の 第 一 の 部 品 の 周 り に 中 間 チ ャ ン バ を 規 定 す る 。 こ の 中 間 チ ャ ン バ と こ の 第 一 の 部 品 の
主 要 チ ャ ン バ を 連 絡 さ せ る 側 方 ポ ー ト 手 段 が 、 さ ら に 備 え ら れ る 。 そ れ ぞ れ の 所 定 の 制 御
さ れ た 流 量 で の 上 記 流 れ は 、 （ ｉ ） こ の 第 一 の 部 品 の 主 要 チ ャ ン バ か ら 、 こ の 第 二 の 部 品
の 主 要 チ ャ ン バ へ と 直 接 、 な ら び に （ ｉ ｉ ） こ の 中 間 チ ャ ン バ お よ び 側 方 ポ ー ト 手 段 を 介
し て 、 こ の 第 二 の 部 品 の 主 要 チ ャ ン バ か ら こ の 第 一 の 部 品 の 主 要 チ ャ ン バ へ と 、 そ れ ぞ れ
の 流 れ に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 こ れ ら の 第 一 の 部 品 お よ び 第 二 の 部 品 は 、 そ れ ぞ れ 比 較 的 小 さ い 直 径 お よ
び 比 較 的 大 き い 直 径 の 、 入 れ 子 式 に 相 互 係 合 さ れ る 管 を 備 え る 。 有 利 に は 、 上 記 弁 手 段 は
、 こ の 第 一 の 部 品 を 構 成 す る 管 の 内 側 端 部 に 固 定 さ れ た 、 弁 体 に 提 供 さ れ る 。 こ の 場 合 、
側 方 ポ ー ト 手 段 は 、 好 都 合 に は 、 こ の 第 一 の 部 品 を 構 成 す る 管 に お い て 、 間 隔 を 空 け た 複
数 の 個 々 の ポ ー ト を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 側 方 ポ ー ト 手 段 は 、 拡 張 移 動 の 間 、 こ の 側 方 ポ ー ト 手 段 が こ の 移 動 の
終 了 近 く に 覆 わ れ 、 こ れ に よ っ て 、 中 間 チ ャ ン バ 内 の 流 体 が さ ら な る 拡 張 移 動 を 緩 和 す る
よ う に 、 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の ア セ ン ブ リ は 、 シ ム の そ れ ぞ れ の セ ッ ト を さ ら に 備 え 得 、 こ れ ら の シ ム は 、 そ れ ぞ
れ の 所 定 の 制 御 さ れ た 流 量 を 部 分 的 に 決 定 し 、 そ し て さ ら に 、 流 れ の そ れ ぞ れ の 方 向 を 決
定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の ア セ ン ブ リ は 、 好 ま し く は 、 加 圧 気 体 緩 和 手 段 を さ ら に 備 え 、 こ の 加 圧 気 体 緩 和 手
段 は 、 加 圧 気 体 を 貯 蔵 す る た め の 第 一 の 空 洞 お よ び 流 体 を 加 圧 下 で 貯 蔵 す る た め の 第 二 の
空 洞 を 規 定 す る 構 造 体 、 な ら び に 浮 動 ピ ス ト ン を 備 え 、 こ の 浮 動 ピ ス ト ン は 、 こ れ ら の 空
洞 を 密 封 し て 分 離 し 、 こ の 第 二 の 空 洞 は 、 上 記 運 動 緩 衝 手 段 と 流 体 流 れ 連 絡 す る 。 さ ら に
好 ま し く は 、 こ の 移 動 は 、 上 記 部 品 が 相 対 的 に 拡 張 す る 場 合 、 流 体 が 、 こ の 加 圧 気 体 緩 和
手 段 の 第 二 の 空 洞 か ら 緩 衝 手 段 へ と 流 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 第 一 の 空 洞 内 の 気 体 の 圧 力 が
こ の 浮 動 ピ ス ト ン を 移 動 さ せ て 、 こ の 第 一 の 空 洞 内 の 気 体 の 圧 力 を 低 下 さ せ 、 そ し て こ れ
ら の 部 品 が 相 対 的 に 収 縮 す る 場 合 、 流 体 が 、 こ の 緩 衝 手 段 か ら 第 二 の 空 洞 へ と 流 さ れ 、 こ
れ に よ っ て 、 こ の 浮 動 ピ ス ト ン を 移 動 さ せ て 、 こ の 第 一 の 空 洞 内 の 気 体 の 気 体 圧 力 を 増 加
さ せ る よ う な 移 動 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 運 動 緩 衝 手 段 の 第 一 の 部 品 と 、 加 圧 気 体 緩 和 手 段 の 上 記
構 造 体 は 、 一 体 的 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 第 二 の 空 洞 と 、 第 一 の 部 品 の 主 要 チ ャ ン バ と が
、 単 一 の チ ャ ン バ を 構 成 す る 。 例 え ば 、 こ の 運 動 緩 衝 手 段 の 第 一 の 部 品 と 、 こ の 加 圧 気 体
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緩 和 手 段 の 構 造 体 と は 、 単 一 の 管 に よ っ て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 代 替 の 実 施 形 態 に お い て 、 こ の 加 圧 気 体 緩 和 手 段 と こ の 運 動 緩 衝 手 段 と は 、 実 質 的 に 別
個 の ユ ニ ッ ト で あ り 、 そ し て こ の 運 動 緩 衝 手 段 と 第 二 の 空 洞 と の 間 の 流 体 流 れ 連 絡 の た め
に 、 導 管 が 提 供 さ れ る 。 １ つ の 配 置 に お い て 、 こ の 導 管 は 、 こ の 運 動 緩 衝 手 段 の 第 一 の 部
品 の 主 要 チ ャ ン バ と 、 こ の 第 二 の 空 洞 と の 間 に あ る 。 あ る い は 、 こ の 導 管 は 、 こ の 運 動 緩
衝 手 段 の 第 二 の 部 品 の 主 要 チ ャ ン バ と 、 こ の 第 二 の 空 洞 と の 間 に あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 弁 手 段 は 、 そ れ ぞ れ の 方 向 で の そ れ ぞ れ の 所 定 の 制 御 さ れ た 流 量 が 異 な り 、 こ れ に
よ っ て 、 上 記 移 動 が 相 対 的 な 収 縮 移 動 で あ る か 相 対 的 な 拡 張 移 動 で あ る か に 従 っ て 、 緩 衝
特 徴 を 変 化 さ せ る よ う な 弁 手 段 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の ア セ ン ブ リ は 、 作 動 の 間 に こ の ア セ ン ブ リ の 温 度 を 低 下 さ せ る た め の 、 冷 却 手 段 を
さ ら に 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ こ で 例 示 の み に よ っ て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 記 載 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 発 明 の 実 施 形 態 の 説 明 ）
　 図 １ に 図 示 さ れ る 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ は 、 一 体 化 さ れ た 衝 撃 吸 収 器 ユ ニ ッ ト １ ０ で あ
り 、 こ の ユ ニ ッ ト は 、 加 圧 気 体 緩 和 手 段 １ １ を 備 え 、 そ し て 代 表 的 に 、 自 動 車 に お け る サ
ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム の 補 助 構 成 要 素 を 形 成 す る 多 数 の こ の よ う な ユ ニ ッ ト の う ち の １ つ
で あ る 。 こ れ ら の ユ ニ ッ ト は 、 個 々 に 作 用 し 得 る か 、 ま た は 流 体 回 路 内 に 連 結 さ れ て 、 管
理 さ れ た 釣 り 合 い の 取 ら れ た サ ス ペ ン シ ョ ン 応 答 を 提 供 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 衝 撃 吸 収 器 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 第 二 の 円 筒 形 の 管 １ ４ の 内 部 に 受 容 さ れ る 第 一 の 円 筒 形 の
管 １ ２ を 有 し 、 そ の 結 果 、 こ れ ら の ２ つ の 管 は 、 互 い に 往 復 的 に 可 動 で あ る 部 品 を 構 成 す
る 。 管 １ ２ は 、 管 １ ４ の ヘ ッ ド １ ３ を 通 し て 、 管 １ ４ に 接 続 さ れ 、 こ の ヘ ッ ド は 、 管 １ ２
の 周 り に 密 封 構 成 １ ７ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 管 １ ２ は 、 気 体 緩 和 手 段 １ １ を 組 み 込 み 、 そ し て こ の 目 的 で 、 こ の 場 合 に は 、 そ の 外 側
寄 り の 端 部 ま た は 近 位 端 に 、 充 填 弁 １ ８ を 備 え る 。 こ の 充 填 弁 は 、 気 体 （ 例 え ば 、 窒 素 な
ど ） を 、 加 圧 下 で 管 １ ２ に 導 入 し て 、 管 １ ２ の 近 位 端 ま た は そ の 近 く に 位 置 す る 第 一 の 空
洞 ま た は チ ャ ン バ ２ ０ を 充 填 す る た め の も の で あ る 。 こ の 第 一 の 空 洞 ま た は チ ャ ン バ は 、
気 体 を 加 圧 下 で 貯 蔵 す る た め の も の で あ る 。 両 面 浮 動 ピ ス ト ン ２ ２ ま た は 他 の 適 切 な 分 離
要 素 （ 例 え ば 、 ダ イ ア フ ラ ム な ど ） が 、 管 １ ２ の ２ つ の 端 部 の 中 間 に 提 供 さ れ る 。 第 一 の
チ ャ ン バ ２ ０ は 、 充 填 弁 １ ８ と ピ ス ト ン ２ ２ と の 間 に 形 成 さ れ る 。 第 二 の チ ャ ン バ ２ ４ は
、 ピ ス ト ン ２ ２ と 、 管 １ ２ の 内 側 寄 り の 端 部 ま た は 遠 位 端 と の 間 に 形 成 さ れ る 。 液 圧 流 体
が 、 管 １ ２ の 第 二 の チ ャ ン バ ２ ４ を 充 填 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 二 重 作 動 弁 配 置 ２ ６ が 、 弁 体 ２ ５ に 、 管 １ ２ の 内 側 寄 り の 端 部 ま た は 遠 位 端 あ る い は そ
の 近 く で 提 供 さ れ る 。 弁 体 ２ ５ は 、 管 １ ４ の 円 筒 形 の 内 面 １ ５ と ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 し 、
そ し て チ ャ ン バ ２ ４ を 、 管 １ ４ 内 で 弁 体 ２ ５ と 管 １ ４ の 端 部 キ ャ ッ プ ２ ７ と の 間 に 規 定 さ
れ る 、 よ り 大 き い チ ャ ン バ ２ ９ か ら 分 離 す る 。 本 明 細 書 中 の 他 の 箇 所 に お い て 、 チ ャ ン バ
２ ４ 、 ２ ９ は 、 管 １ ２ 、 １ ４ の 主 要 チ ャ ン バ と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 弁 配 置 ２ ６ 、 お よ び 管 １ ２ 、 １ ４ は 、 作 動 の 際 に 液 圧 流 体 で 満 た さ れ る 、 運 動 緩 衝 手 段
を 形 成 す る 。 管 １ ２ の 対 応 す る 移 動 に 従 っ て 、 弁 体 ２ ５ が 固 定 さ れ て い る か 自 由 に 移 動 す
る か に 依 存 し て 、 弁 体 ２ ５ が 、 こ の 液 圧 流 体 を 通 し て 移 動 す る か 、 ま た は こ の 液 圧 流 体 が
、 弁 体 を 通 っ て 移 動 す る 。 好 ま し く は 、 こ の 弁 配 置 は 、 横 断 す る 固 定 ね じ ２ ７ に よ っ て 、
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管 １ ２ の 端 部 の 周 り に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 管 １ ２ は 、 断 面 が 管 １ ４ よ り か な り 小 さ く （ お よ そ １ ： １ ２ の 内 部 断 面 積 の 比 ） 、 そ の
結 果 、 中 間 の 可 変 体 積 の 環 状 チ ャ ン バ ５ ２ が 、 管 １ ４ 内 で 、 管 １ ２ の 周 り で 、 ヘ ッ ド １ ３
と 弁 体 ２ ５ と の 間 に 提 供 さ れ る 。 チ ャ ン バ ２ ４ と チ ャ ン バ ５ ２ と の 間 の 流 体 連 絡 は 、 弁 体
２ ５ か ら 軸 方 向 に 移 動 さ れ る 、 管 １ ２ 内 の 排 出 ポ ー ト ５ ６ の リ ン グ に よ っ て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 弁 配 置 ２ ６ の 個 々 の 弁 作 動 は 、 管 １ ２ が 第 一 の 軸 方 向 に 移 動 す る 場 合 、 流 体 が 、 １ つ の
速 度 で 一 方 向 に 流 れ 、 そ し て 管 １ ２ が 反 対 方 向 に 移 動 す る 場 合 、 流 体 が 、 第 二 の 速 度 で 逆
方 向 に 流 れ る こ と を 可 能 に す る よ う な 弁 作 動 で あ る 。 こ の 弁 作 動 を 介 す る 流 体 の 移 動 速 度
は 、 開 口 部 分 、 ポ ー ト ま た は 配 管 ４ ０ 、 ５ ０ の 数 、 大 き さ お よ び 配 置 、 な ら び に 弁 配 置 ２
６ に お い て 実 際 の 弁 作 動 を 形 成 す る 流 体 制 御 要 素 （ こ の 場 合 、 シ ム パ ッ ク ５ ４ 、 ５ ５ ） に
依 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 管 １ ２ 、 １ ４ が 相 対 的 に 収 縮 す る 場 合 （ す な わ ち 、 圧 縮 の 間 ） 、 流 体
は 、 環 状 の 戻 り 止 め シ ム パ ッ ク ５ ４ に 対 抗 し て 、 こ の 弁 体 内 の 、 こ の 弁 体 の 外 周 に 隣 接 す
る 弁 体 ２ ５ の 軸 に 対 し て 平 行 な 、 外 側 配 管 ５ ０ の リ ン グ を 介 し て 、 チ ャ ン バ ５ ２ に 押 し 込
ま れ る 。 シ ム パ ッ ク ５ ４ は 、 管 １ ２ の 戻 さ れ た 端 部 １ ２ ａ の 周 り に 、 弁 体 ２ ５ と こ の 管 の
外 周 肩 部 ５ ３ と の 間 で 保 持 さ れ る 。 チ ャ ン バ ５ ２ か ら 、 流 体 が 、 ポ ー ト ５ ６ を 介 し て チ ャ
ン バ ２ ４ に 流 入 す る 。 拡 張 ま た は 跳 ね 戻 り の 際 に 、 シ ム パ ッ ク ５ ４ は 、 配 管 ５ ０ を 閉 じ 、
そ し て 流 体 が 、 デ ィ ス ク 様 の 戻 り 止 め シ ム パ ッ ク ５ ５ に よ り 制 御 さ れ て 、 チ ャ ン バ ２ ４ か
ら チ ャ ン バ ２ ９ 内 へ と 、 弁 配 置 ２ ６ の 斜 め の ポ ー ト ４ ０ の リ ン グ を 介 し て 流 入 す る 。 シ ム
パ ッ ク ５ ５ は 、 軸 方 向 に 位 置 す る ボ ル ト ５ １ に よ っ て 、 弁 体 ２ ５ の 外 面 に 保 持 さ れ る 。 他
の 実 施 形 態 に お い て 、 シ ム パ ッ ク ５ ４ 、 ５ ５ は 、 他 の 形 態 の 一 方 向 弁 ま た は 戻 り 止 め 弁 （
例 え ば 、 ば ね 付 勢 さ れ た 玉 弁 ） で 置 き 換 え ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ヘ ッ ド １ ３ が ポ ー ト ５ ６ を 通 過 す る 場 合 、 チ ャ ン バ ５ ２ 内 の 残 留 流 体 は 、 管 １ ２ 、 １ ４
の さ ら な る 相 対 的 な 移 動 を 緩 和 し 、 こ れ に よ っ て 、 液 圧 ト ッ プ ア ウ ト （ ｔ ｏ ｐ － ｏ ｕ ｔ ）
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 体 化 さ れ た ユ ニ ッ ト １ ０ の 両 端 は 、 適 切 な 取 付 具 （ 例 え ば 、 ア イ ４ ５ ） を 備 え て 、 こ
の ユ ニ ッ ト が 、 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム の 一 部 分 と し て 適 所 に 位 置 す る こ と を 可
能 に す る 。 任 意 の 適 切 な 取 付 具 が 、 こ の 形 態 の ユ ニ ッ ト の い ず れ か の 端 部 ま た は 両 端 に 提
供 さ れ 得 る こ と が 、 注 目 さ れ る べ き で あ る 。 必 要 ま た は 所 望 で あ る 場 合 、 管 １ ２ 、 １ ４ の
一 方 ま た は 両 方 は 、 所 望 さ れ る よ う に 、 使 用 の 際 に 構 成 要 素 １ ０ を 冷 却 す る た め の 冷 却 フ
ィ ン を 備 え 得 る か 、 ま た は 構 成 要 素 １ ０ を 冷 却 す る た め の 再 循 環 さ れ る 冷 剤 を 受 容 す る た
め の 外 部 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト を 備 え 得 る 。 さ ら に 、 ま た は 代 替 的 に 、 緩 衝 管 １ ４ の 外 側 表 面 （
特 に 、 チ ャ ン バ ５ ２ の 周 囲 ） は 、 必 要 と さ れ る 場 合 に 冷 却 を 増 加 さ せ る た め に 、 管 １ ４ の
外 部 壁 の 外 側 の 周 り に 配 置 可 能 な 、 取 り 外 し 可 能 な 、 交 換 可 能 な 、 そ し て ／ ま た は 相 互 交
換 可 能 な 、 空 冷 フ ィ ン を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 形 態 の 衝 撃 吸 収 器 ユ ニ ッ ト の 作 動 に お い て 、 緩 衝 管 １ ４ の 外 側 寄 り の 端 部 は 、 自 動
車 の 車 輪 の サ ス ペ ン シ ョ ン 構 成 要 素 、 ま た は 自 動 車 の 道 路 用 車 輪 に 直 接 的 に か も し く は 間
接 的 に か の い ず れ か で 接 続 さ れ る 別 の 構 成 要 素 に 、 固 定 さ れ て 配 置 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、
こ の サ ス ペ ン シ ョ ン 構 成 要 素 の た め の 衝 撃 吸 収 器 と し て 働 く 。 従 っ て 、 管 １ ４ は 、 で こ ぼ
こ で あ る か ま た は 粗 い 地 形 な ど の 上 で の こ の 車 輪 の 、 実 質 的 に 垂 直 な 移 動 に 従 っ て 移 動 す
る 。 管 １ ２ の 外 側 寄 り の 端 部 は 、 自 動 車 の 車 体 ま た は 他 の 固 定 さ れ た 構 成 要 素 に 接 続 さ れ
、 こ れ に よ っ て 、 適 所 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 作 動 に お い て 、 道 路 用 の 車 輪 が 、 頂 上 ま た は 隆 起 な ど の 形 態 の で こ ぼ こ に 遭 遇 す る 場 合

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-501918 A 2007.2.1



、 緩 衝 管 １ ４ は 、 こ の 車 輪 の サ ス ペ ン シ ョ ン に よ っ て 、 管 １ ２ の 方 へ と 押 し 付 け ら れ 、 そ
の 結 果 、 組 み 合 わ せ ら れ た 構 成 要 素 １ ０ の 長 さ が 減 少 す る 。 次 に 、 管 １ ２ の 内 側 寄 り の 端
部 が 管 １ ４ の 本 体 の 内 部 に さ ら に 押 し 込 ま れ 、 こ れ に よ っ て 、 液 圧 流 体 を 、 管 １ ４ の 内 部
か ら 、 配 管 ５ ０ を 介 し て 弁 配 置 を 通 し て 、 チ ャ ン バ ５ ２ 内 へ と ポ ン プ 輸 送 し 、 次 い で 、 ポ
ー ト ５ ６ を 介 し て チ ャ ン バ ２ ４ 内 へ と ポ ン プ 輸 送 す る 。 チ ャ ン バ ２ ４ 内 に 押 し 込 ま れ る 流
体 の 体 積 が 増 加 す る に つ れ て 、 ピ ス ト ン ２ ２ は 、 管 １ ２ の 内 部 壁 に 沿 っ て 軸 方 向 に 、 こ の
管 の 外 側 寄 り の 端 部 ま た は 近 位 端 の 方 へ と 移 動 し 、 こ れ に よ っ て 、 チ ャ ン バ ２ ０ 内 の 気 体
を さ ら に 圧 縮 し 、 そ し て 構 成 要 素 １ ０ の 内 圧 を 増 加 さ せ る 。 こ れ は 次 に 、 管 １ ４ の さ ら な
る 移 動 に 対 し て 、 次 第 に 増 加 す る 抵 抗 を 与 え 、 こ れ に よ っ て 、 管 １ ４ の 移 動 の 量 を 制 限 し
、 こ れ が 次 に 、 こ の 道 路 用 の 車 輪 の 、 実 質 的 に 垂 直 に 上 向 き の 方 向 で の 移 動 の 量 を 制 限 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 道 路 用 の 車 輪 が そ の 通 常 の 位 置 に 戻 る 場 合 、 例 え ば 、 跳 ね 戻 る 場 合 、 ま た は 道 路 の
谷 も し く は 頂 点 に 遭 遇 す る 場 合 、 一 体 化 さ れ た ユ ニ ッ ト １ ０ の 長 さ が 、 管 １ ２ と １ ４ と が
互 い に 対 し て 入 れ 子 式 に 伸 張 す る こ と に よ っ て 増 加 し 、 こ れ に よ っ て 、 流 体 が 、 チ ャ ン バ
２ ４ か ら 配 管 ４ ０ を 介 し て 管 １ ４ 内 へ と 移 動 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ れ に よ っ て 、 チ ャ
ン バ ２ ４ 内 の 流 体 の 量 が 減 少 し 、 ピ ス ト ン ２ ２ が 、 チ ャ ン バ ２ ０ 内 に 貯 蔵 さ れ た 圧 縮 気 体
の 増 加 し た 気 体 圧 力 の 下 で 移 動 す る こ と を 可 能 に し 、 こ れ が 次 に 、 チ ャ ン バ ２ ０ 内 の 気 体
の 圧 縮 ま た は 気 体 圧 力 を 低 下 さ せ る 。 さ ら な る 流 体 が 、 全 て の 圧 力 が 平 衡 に な る ま で 、 管
１ ４ 内 に ポ ン プ 輸 送 さ れ る 。 流 体 が 弁 配 置 ２ ６ を 通 っ て 流 れ 得 る 速 度 は 、 こ の 道 路 用 の 車
輪 の 、 実 質 的 に 垂 直 方 向 に 下 向 き の 方 向 で の 移 動 の 量 を 制 限 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 流 体 が 、 チ ャ ン バ ２ ４ と ２ ９ と の 間 で 直 接 両 方 向 に で は な く 、 環 状 の 中 間 チ ャ ン バ ５ ２
を 介 し て チ ャ ン バ ２ ４ と ２ ９ と の 間 で 一 方 向 に 流 れ る よ う な 弁 体 ２ ５ の 配 置 は 、 こ の 弁 体
の よ り 明 瞭 か つ 単 純 な 構 成 を 可 能 に す る 。 複 数 の 角 度 が 付 い た 形 状 の 配 管 ４ ０ 、 ５ ０ の ２
つ の セ ッ ト は 、 通 常 の 円 形 ゾ ー ン に 巻 き 付 け ら れ る よ り む し ろ 、 半 径 方 向 に 分 離 さ れ 得 、
こ の こ と は 、 構 成 を 単 純 化 し 、 か つ 流 れ ラ イ ン を 改 良 す る 。 さ ら な る 単 純 化 は 、 各 配 管 セ
ッ ト の 吸 入 ポ ー ト が 、 半 径 方 向 の 間 隔 に 起 因 し て 、 他 の 配 管 セ ッ ト の た め の シ ム パ ッ ク を
自 動 的 に 超 え る の で 、 生 じ る 。 得 ら れ る 改 善 さ れ た 流 体 流 れ ラ イ ン は 、 弁 作 動 に お け る 熱
の 蓄 積 を 減 少 さ せ 、 こ れ は 、 オ フ ロ ー ド の 自 動 車 競 走 の よ う な 耐 久 力 を 要 す る 用 途 に お い
て 、 重 要 な 利 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 示 さ れ る 構 成 の さ ら な る 利 点 は 、 配 管 お よ び シ ム パ ッ ク の 、 二 方 向 の 流 体 流 れ の た め
の 明 白 な 分 離 が 、 半 径 方 向 に 異 な る 流 れ 位 置 に 起 因 し て 、 よ り よ い 跳 ね 戻 り 制 御 を 可 能 に
す る こ と 、 お よ び さ ら に 、 す で に 記 載 さ れ た 様 式 で 、 拡 張 行 程 に 対 し て 、 緩 和 液 圧 ト ッ プ
ア ウ ト の 組 み 込 み を 可 能 に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 高 圧 気 体 緩 和 特 徴 の 存 在 は 、 気 体 の 圧 力 を 適 切 な レ ベ ル に 調 節 し 、 そ し て こ れ に よ り 、
こ の サ ス ペ ン シ ョ ン シ ス テ ム の 「 ボ ト ム ア ウ ト （ ｂ ｏ ｔ ｔ ｏ ｍ ｉ ｎ ｇ 　 ｏ ｕ ｔ ） 」 の 発 生
を 減 少 さ せ る 能 力 を 提 供 す る 。 作 動 パ ラ メ ー タ は ま た 、 シ ム パ ッ ク を 改 変 す る こ と 、 あ る
い は 配 管 ４ ０ 、 ５ ０ お よ び ポ ー ト ５ ６ の 断 面 サ イ ズ お よ び ／ ま た は 数 を 変 化 さ せ る こ と に
よ っ て 、 調 節 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ は 、 気 体 緩 和 手 段 が ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ 内 で 別 個 の ユ ニ ッ ト １ １ １ と し て 提 供 さ れ る
、 第 二 の 実 施 形 態 １ １ ０ を 図 示 す る 。 こ の 実 施 形 態 の 、 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 対 応 物 を
有 す る 要 素 は 、 前 に 「 １ 」 が 付 い た 同 じ 参 照 番 号 に よ っ て 示 さ れ る 。 第 一 の 実 施 形 態 の 管
１ ２ は 、 頑 丈 な シ ャ フ ト １ ０ ５ に よ っ て 置 き 換 え ら れ て お り 、 こ の シ ャ フ ト は 、 一 端 に お
い て 、 軸 方 向 に 穴 が 開 い て お り 、 管 状 セ グ メ ン ト １ １ ２ お よ び チ ャ ン バ １ ２ ４ を 規 定 す る
。 ポ ー ト １ ５ ６ は 、 こ の 管 状 セ グ メ ン ト １ １ ２ 内 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 気 体 緩 和 ユ ニ ッ ト １ １ １ は 、 ほ ぼ 円 筒 形 の ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ を 備 え 、 こ の ハ ウ ジ ン グ は
、 閉 じ た 端 部 １ ０ １ 、 １ ０ ２ を 有 し 、 こ の ハ ウ ジ ン グ は 、 浮 動 ピ ス ト ン １ ２ ２ に よ っ て 、
液 圧 流 体 ま た は 油 の チ ャ ン バ １ ０ ４ と 、 加 圧 気 体 チ ャ ン バ １ ２ ０ と に 、 内 部 で 分 割 さ れ る
。 チ ャ ン バ １ ２ ０ の た め の 気 体 充 填 弁 １ １ ８ は 、 円 筒 形 の 端 部 １ ０ １ 内 に 提 供 さ れ る 。 チ
ャ ン バ １ ０ ４ は 、 配 管 １ ０ ６ を 介 し て 、 主 要 流 体 チ ャ ン バ １ ２ ９ と 開 放 流 れ 連 絡 し て お り
、 こ れ は 、 弁 体 １ ２ ５ の 反 対 側 の そ の 軸 方 向 端 部 に お い て 、 チ ャ ン バ １ ２ ９ 内 に 開 口 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 も ち ろ ん 、 図 ２ は 、 管 １ １ ４ に 近 く 接 近 し た ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ を 示 す が 、 こ の こ と は ま
っ た く 必 須 で は な い こ と が 理 解 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ は 、 代 替 的 に 、 遠 隔 位 置 に 位 置
し 得 、 そ し て こ の 場 合 、 配 管 １ ０ ６ は 、 ２ つ の チ ャ ン バ １ ０ ４ 、 １ ２ ９ を 連 結 す る 可 撓 性
ラ イ ン で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 は 、 第 一 の 実 施 形 態 と 類 似 の 様 式 で 機 能 す る 。 し か し 、 よ り 大 き い 直 径 の
補 助 チ ャ ン バ 内 で の 高 圧 気 体 緩 和 の 提 供 は 、 特 に 、 従 来 の 衝 撃 吸 収 器 （ ピ ス ト ン が 非 常 に
小 さ く 動 き 、 従 っ て 、 上 昇 速 度 に ほ と ん ど 変 化 が な い ） と 比 較 し て 、 作 動 の 間 、 よ り 効 果
的 な 上 昇 速 度 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 二 の 実 施 形 態 １ １ ０ に お い て 、 跳 ね 戻 り 圧 縮 調 節 は 、 シ ム パ ッ ク １ ５ ４ 、 １ ５ ５ を 改
変 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ 得 る か 、 ま た は 圧 縮 は 、 充 填 弁 １ １ ８ を 使 用 し て 、 チ ャ ン バ
１ ２ ０ 内 の 気 体 圧 力 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 増 加 さ れ 得 る 。 圧 縮 は 、 調 節 器 制 限 器 １
６ ０ を 使 用 し て 、 配 管 １ ０ ６ を 通 る 流 れ を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 調 節 さ れ 得 る 。 跳 ね
戻 り は 、 棒 １ ７ ２ を 利 用 す る チ ャ ン バ １ ２ ４ 内 で の 内 側 端 部 キ ャ ッ プ １ ７ ０ の 軸 方 向 移 動
に よ り 、 ポ ー ト １ ５ ６ を 通 る 流 れ を 制 限 す る こ と に よ っ て 、 調 節 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に よ る 衝 撃 吸 収 器 ア セ ン ブ リ の 部 分 断 面 図 で あ
り 、 一 体 化 さ れ た 入 れ 子 式 構 造 の 加 圧 気 体 緩 和 手 段 を 組 み 込 む 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 加 圧 気 体 緩 和 手 段 が 別 個 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 提 供 さ れ て い る 、 本 発 明 の 第
二 の 実 施 形 態 の 類 似 の 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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